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ニホンザルの"かしこさ"の基盤を探る  
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社会性からみた“かしこさ”の 

神経メカニズムと遺伝子基盤を探る  
磯田 昌岐（生理学研究所） 

 今回，私たちは，ヒトの自閉スペクトラム症と類似した行動特性を示す１頭のニホンザルを見出し，その詳細

な行動解析，脳活動解析，そして遺伝子解析をおこないました。自閉スペクトラム症は，対人コミュニケーショ

ンおよび対人相互作用の障害と，限局的な興味や反復的な行動により定義される，比較的発症頻度の高い

（100人に1人程度）発達障害ですが，それがどのような仕組みによって生じるかについては，現在もよくわかっ

ていません。本講演では，このサルから得られたデータをご紹介しながら，他者を見て他者から学ぶという“か

しこさ”の神経メカニズムと遺伝子基盤について考えたいと思います。  

図の説明  

１頭のニホンザルに対し，行動特性の評価，脳活動の解析，遺伝子の解析を行い，ヒトの自閉スペクトラム症と類似した行動特性を

示す自然発生例を，ヒト以外の霊長類動物で初めて確認した。 
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